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六
月
二
十
七
日
（
火
）
午
前
十
時
よ
り
、
能
登
町　

柳
田
公
民
館

に
お
い
て
第
十
四
回
通
常
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
の
審
議
に
先
立
ち
表
彰
授
与
式
が
行
わ
れ
、
次
の
方
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

◇
感
謝
状
　
坂
本
　
明
（
穴
水
町
）

　
　
組
合
長
在
任
三
十
八
年
以
上
で
組
合
の
発
展
に
尽
力

�

（
県
森
林
組
合
連
合
会
長
感
謝
状
）

◇
三
十
年
勤
続
表
彰
（
県
知
事
表
彰
・
県
森
林
組
合
連
合
会
長
表
彰
）

　
　
　
　
　
竹
田
正
平
（
輪
島
支
所
）

　

ま
た
、
来
賓
の
石
川
県
奥
能
登
農
林
総
合
事
務
所
・
野
村
所
長
、

森
林
研
究
整
備
機
構
金
沢
水
源
林
整
備
事
務
所
・
村
安
所
長
、
県
森

林
組
合
連
合
会
・
橘
専
務
よ
り
ご
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。
議
長
に
は

輪
島
市
の
瀬
例
敏
之
さ
ん
が
選
出
さ
れ
、
提
出
さ
れ
た
議
案
す
べ
て

原
案
通
り
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

可
決
、
承
認
さ
れ
た
議
案
は
次
の
通
り
で
す
。

第
一
号
議
案　

�

令
和
四
年
度
事
業
報
告
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算

書
、
剰
余
金
処
分
案
、
注
記
表
及
び
附
属
明
細
書
に

つ
い
て

第
二
号
議
案　

令
和
五
年
度
事
業
計
画
設
定
に
つ
い
て

第
三
号
議
案　

令
和
五
年
度
役
員
報
酬
の
決
定
に
つ
い
て

第
四
号
議
案　

令
和
五
年
度
貸
付
金
の
最
高
限
度
の
決
定
に
つ
い
て

第
五
号
議
案　

令
和
五
年
度
借
入
金
の
最
高
限
度
の
決
定
に
つ
い
て

第
六
号
議
案　

�

令
和
五
年
度
余
裕
金
預
入
先
金
融
機
関
の
決
定
に
つ

い
て

第
七
号
議
案　

�

定
款
及
び
定
款
附
属
書
役
員
選
挙
規
程
の
一
部
変
更

に
つ
い
て

附
帯
決
議

令
和
五
年
度
通
常
総
代
会
開
催
さ
れ
る

損益計算書
令和4年4月1日から令和5年3月31日まで

（単位：円）

科　目 小　計 合　計

Ⅰ事 業 総 損 益

1 事 業 総 収 益 1,072,088,197

2 事 業 総 費 用 821,725,190

事 業 総 利 益 250,363,007

Ⅱ事 業 損 益

1 人 件 費 183,418,438

2 旅 費・ 交 通 費 345,192

3 事 務 費 2,129,180

4 業 務 費 4,888,863

5 諸 税 負 担 金 17,050,963

6 施 設 費 13,469,264

7 雑 費 561,869

事 業 管 理 費 計 221,863,769

事 業 利 益 28,499,238

Ⅲ経 常 損 益

1 事 業 外 収 益 2,770,763

2 事 業 外 費 用 36,545

事 業 外 損 益 2,734,218

経 常 利 益 31,233,456

Ⅳ特 別 損 益

1 特 別 利 益 7,035,679

2 特 別 損 失 1,149,002

特 別 損 益 5,886,677

税引前当期純利益 37,120,133

	 法人税、住民税及び事業税額 13,104,700

	 当 期 剰 余 金 24,015,433

	 前期繰越剰余金 13,954,969

	 当期未処分剰余金 37,970,402
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貸借対照表	 令和5年3月31日現在（単位：円）

科　　目 合　計 科　　目 合　計
資産の部 負債の部

流　動　資　産 流　動　負　債
1 現 金 91,352 1 買 掛 金 5,202,296
2 預 金 726,394,678 2 未 払 金 76,800,211
3 売 掛 金 42,130,935 3 未 払 消 費 税 12,133,900
4 未 収 金 220,885,464 4 前 受 金 109,600
5 棚 卸 資 産 14,781,045 5 賞 与 引 当 金 18,585,867
6 立 替 金 56,338 6 預 り 金 33,816,281
7 造 林 勘 定 5,685,989 7 未 払 法 人 税 等 13,104,700
8 加 工 勘 定 562,936
9 前 払 費 用 78,447
10 雑 資 産 4,087,737

流動資産合計 1,014,754,921 流動負債合計 159,752,855
固　定　資　産 固　定　負　債
有形固定資産 1 農 林 漁 業 借 入 金
1 建 物 21,424,441 （ １ ） 造 林 借 入 金 2,324,022
2 構 築 物 4,302,303 2 退 職 給 付 引 当 金 26,325,586
3 機 械 装 置 1,526,242 3 長 期 未 払 金 46,319,680
4 車 両 運 搬 具 10
5 工 器 具 備 品 31,298
6 土 地 96,111,747
7 森 林 33,723,370
8 リ ー ス 資 産 53,989,443
9 一 括 償 却 資 産 0 固定負債合計 74,969,288

有形固定資産合計 211,108,854 負債合計 234,722,143
無形固定資産 純資産の部
1 電 話 加 入 権 772,493 組合員資本
2 ソ フ ト ウ エ ア 5,337,274 1 出 資 金 549,701,000
3 リース資産（ソフトウェア） 2,052,000 2 利 益 剰 余 金

無形固定資産合計 8,161,767 法 定 準 備 金 260,700,000
外部出資その他の資産 そ の 他 の 利 益 剰 余 金
外部出資 　 任 意 積 立 金 330,000,000
1 系 統 出 資 金 89,120,000 当 期 未 処 分 剰 余 金
2 系 統 外 出 資 金 31,156,000 当 期 剰 余 金 24,015,433
その他固定資産 前 期 繰 越 剰 余 金 13,954,969
1 農 林 漁 業 貸 付 金 組 合 員 資 本 合 計 1,178,371,402
造 林 貸 付 金 2,310,022
2 年 金 長 期 前 納 負 担 金 56,466,761
3 リ サ イ ク ル 預 託 金 15,220
外部出資その他の資産合計 179,068,003

固定資産合計 398,338,624 純資産合計 1,178,371,402
資産合計 1,413,093,545 負債・純資産合計 1,413,093,545

（瀬例　敏之　議長）
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﹇
令
和
五
年
四
月
一
日
付
﹈

「
石
川
県
健
康
の
森
」

指
定
管
理
者
に
な
り
ま
し
た
！

　

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
能
登
森
林
組
合
が
「
石
川
県
健
康
の
森
」
の
指
定
管
理

者
と
し
て
管
理
運
営
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。「
石
川
県
健
康
の
森
」
は
輪
島
市

三
井
町
に
位
置
し
、
奥
能
登
地
域
に
お
け
る
森
林
・
自
然
観
察
及
び
自
然
体
験
学
習
・

教
育
等
を
行
う
拠
点
施
設
と
し
て
、
自
然
体
感
機
能
や
自
然
学
習
・
教
育
機
能
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
機
能
等
の
複
合
的
機
能
を
持
つ
施
設
（
石
川
県
保
健
休
養
林
施
設
）
で

す
。
森
林
組
合
で
培
っ
て
き
た
森
林
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、「
能
登
の
里
山

の
魅
力
を
体
感
で
き
る
こ
と
」、「
キ
ャ
ン
プ
等
の
各
種
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
安
全
安
心

で
快
適
で
あ
る
こ
と
」、「
四
季
折
々
の
風
景
や
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
発
信
」
等
を
通
じ
て
、

皆
さ
ま
に
快
適
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
安
全
な
施
設
提
供

を
行
い
ま
す
。

　

今
後
、
コ
ロ
ナ
禍
が
終
息
に
向
か
い
利
用
者
増
が
期
待
で
き
る
こ
と
や
、
昨
今
の
ア

ウ
ト
ド
ア
ブ
ー
ム
を
追
い
風
に
来
園
者
が
能
登
の
自
然
と
四
季
を
満
喫
で
き
る
公
園
づ

く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。
ま
た
、
当
組
合
の
木
材

加
工
所
や
森
林
整
備
技
能
職
員
等

を
活
用
し
、
遊
歩
道
の
補
修
や
、

木
柵
等
の
新
設
・
補
修
・
周
辺
森

林
の
整
備
を
行
い
、
安
心
安
全
で

快
適
な
公
園
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
そ
し
て
輪
島
市
は

も
と
よ
り
近
隣
の
市
町
と
も
連
携

を
密
に
し
て
、
奥
能
登
地
域
の
住

人
、
各
種
団
体
、
森
林
所
有
者
等

と
友
好
関
係
を
保
ち
、
円
滑
な
管

理
運
営
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の

ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

「
能
登
の
ア
テ
林
業
」
が

「
林
業
遺
産
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
林
業
遺
産
」
は
、
日
本
各
地
に
お
け
る
林
業
の
発
展
の
歴
史
を
示
す
景
観
、
施
設
、

跡
地
等
を
対
象
と
し
て
、
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
年
）
に
日
本
森
林
学
会
に
よ
り

創
設
さ
れ
た
制
度
で
、
令
和
五
年
五
月
に
「
能
登
の
ア
テ
林
業
」
が
、「
林
業
遺
産
」

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
①
ア
テ
造
林
地
の
景
観
（
能
登
地
域
の
ア
テ
人
工
林
な
ど
）、
②
苗
木
生

産
技
術
（
ア
テ
の
特
徴
を
利
用
し
た
「
伏
条
更
新
」
や
「
空
中
取
り
木
」）
と
複
層
林

施
業
（
耐
陰
性
を
活
か
し
た
樹
下
植
栽
）、
③
ア
テ
林
業
の
記
念
樹
木
と
し
て
「
元
祖

ア
テ
」
の
三
点
を
中
心
に
選
考
さ
れ
、
全
国
で
四
十
九

番
目
の
認
定
と
な
り
ま
し
た
。

　

ア
テ
は
能
登
の
風
土
に
適
し
た
樹
木
で
、
地
域
に

よ
っ
て
特
徴
や
名
称
（
マ
ア
テ
、
ク
サ
ア
テ
、
ス
ズ
ア

テ
な
ど
）
が
異
な
り
ま
す
。
平
成
五
年
（
一
九
九
三
年
）

に
は
、
伐
採
後
の
流
通
品
（
丸
太
〜
製
品
）
を
「
能
登

ヒ
バ
」
に
統
一
し
、
住
宅
部
材
で
は
優
れ
た
耐
久
性
や

強
度
等
を
活
か
し
て
主
に
構
造
材
に
、
ま
た
多
く
含
ま

れ
る
ヒ
ノ
キ
チ
オ
ー
ル
や
独
特
の
香
り
等
を
活
用
し
た

ア
ロ
マ
オ
イ
ル
等
が
製
品
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の

「
林
業
遺
産
」
認
定
を
契
機
と
し
て
、
全
国
に
認
知
さ

れ
る
よ
う
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
所
存
で
す
。

写真提供　石川県
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﹇
令
和
五
年
四
月
一
日
付
﹈

人

異
事

動

輪
島
支
所
　
支
所
長
　
兼
木
材
加
工
所
所
長

　
江
端
　
辰
男
　（
輪
島
支
所
　
支
所
長
）

本
所
　
穴
水
担
当
課
長
（
支
所
長
級
）

　
泉
　
　
健
一
　（
本
所
　
穴
水
担
当
課
長
）

本
所
　
木
材
流
通
担
当
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

　
万
砂
　
理
恵
　（
本
所
　
木
材
流
通
担
当
課
長
）

本
所
　
総
務
課
長
補
佐

　
山
本
　
康
代
　（
本
所
　
総
務
課
係
長
）

輪
島
支
所
　
木
材
加
工
所
課
長
補
佐

　
田
中
　
亨
英
　（
輪
島
支
所
木
材
加
工
所
課
長
補
佐
　
兼
輪
島
支
所
係
長
）

輪
島
支
所
　
課
長
補
佐

　
出
口
　
光
広
　（
輪
島
支
所
　
係
長
）

能
登
支
所
　
課
長
補
佐

　
藤
村
　
真
行
　（
能
登
支
所
　
係
長
）

珠
洲
支
所
　
係
長

　
太
佐
　
美
佳
　（
珠
洲
支
所
　
書
記
）

能
登
支
所
　
書
記
　
兼
珠
洲
支
所
書
記

　
長
尾
　
浩
美
　（
本
所
　
事
業
課
書
記
）

本
所
　
穴
水
担
当
課
技
師
　
兼
事
業
課
技
師

　
山
口
　
敦
子
　（
令
和
五
年
一
月
一
日
採
用
）

本
所
　
総
務
課
書
記

　
前
田
今
日
子
　（
令
和
五
年
一
月
一
日
採
用
）

輪
島
支
所
　
書
記
　
兼
木
材
加
工
所
書
記

　
大
谷
　
紗
希
　（
新
規
採
用
）

退
職

輪
島
支
所

　
木
材
加
工
所
所
長
　
春
木
　
正
司

※
本
年
三
月
末
を
以
て
定
年
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
ご
功
労
に
敬
意
を
表

し
、　
今
後
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
お
祈
り
し
ま
す
。

﹇
令
和
五
年
四
月
一
日
付
採
用
﹈

輪
島
支
所
　
書
記
　
大
谷
　
紗
希
　（
輪
島
市
出
身
）

　

四
月
一
日
付
で
輪
島
支
所
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま

す
大
谷
と
申
し
ま
す
。

　

わ
か
ら
な
い
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
周
り
の

先
輩
方
か
ら
一
つ
一
つ
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

一
日
も
早
く
組
合
員
の
方
々
や
地
域
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

﹇
令
和
五
年
一
月
一
日
付
採
用
﹈

本
所
総
務
課
　
書
記
　
前
田
今
日
子
　（
津
幡
町
出
身
）

　

一
月
一
日
付
で
本
所
総
務
課
に
配
属
と
な
り
ま
し

た
、
前
田
と
申
し
ま
す
。
私
は
昨
年
夏
ま
で
は
津
幡
町

に
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
ご
縁
が
あ
り
輪
島
市
に
来
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
昔
か
ら
山
に
囲
ま
れ
、
山
で
遊

び
、
山
で
育
っ
て
い
ま
し
た
が
、
森
林
が
ど
う
い
う
風

に
管
理
を
さ
れ
て
い
る
の
か
を
全
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
組
合
に
勤
務
し
て
こ
の

緑
豊
か
な
す
ば
ら
し
い
自
然
は
た
く
さ
ん
の
人
の
力
で
作
り
上
げ
、
守
ら
れ
て
い
る

の
だ
な
と
日
々
感
じ
て
お
り
ま
す
。
至
ら
ぬ
点
や
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
一
日
も
早
く
活
躍
で
き
る
よ
う
に
日
々
精
進
し
て
参
り
ま
す
の

で
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

新
入
職
員
紹
介
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輪
島
支
所
門
前
工
場
は
平
成
九
年
に
管
内
間
伐

材
の
有
効
利
用
を
目
的
と
し
て
竣
工
し
ま
し
た
。

当
初
は
円
柱
加
工
材
が
中
心
で
あ
り
ま
し
た

が
、
平
成
十
四
年
に
は
受
注
増
大
に
対
応
す
る
た

め
本
所
敷
地
内
に
防
腐
加
工
機
械
を
導
入
し
、
現

在
で
は
木
材
加
工
所
の
乾
燥
機
と
共
に
木
材
の
加

工
・
乾
燥
・
防
腐
処
理
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

敷
地
は
輪
島
市
門
前
町
の
中
心
付
近
に
あ
り
面

積
は
三
、一
七
八
㎡
で
、
作
業
用
建
物
四
棟
を
有

し
床
面
積
は
計
七
六
二
㎡
で
す
。

円
柱
加
工
機
械
は
直
径
六
㎝
か
ら
二
〇
㎝
ま
で

の
加
工
が
可
能
で
あ
り
、
杉
四
m
材
な
ら
ば
一
日

で
約
一
二
〇
本
の
加
工
が
可
能
で
す
。
防
腐
加
工
機
械
は
加
圧
注
入
タ
イ
プ
で

薬
品
は
無
色
・
有
色
（
緑
色
）
が
あ
り
、
有
色
な
ら
ば
一
日
で
約
二
・
五
㎥
の

処
理
が
可
能
で
す
。

能
登
ヒ
バ
円
柱
材
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
写
真
上
）
を
制
作
販
売
し
て
お

り
、
門
前
町
内
に
多
数
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
組

合
管
内
全
域
に
出
張
配
達
致
し
ま
す
の
で
、
ご
注

文
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

技
能
職
員
三
名
と
木
材
加
工
所
（
輪
島
）・
門

前
工
場
・
本
所
工
場
（
穴
水
）
の
三
工
場
を
担
当

し
て
い
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
の
ご
利
用
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。輪

島
支
所
　
木
材
加
工
所
課
長
補
佐
　
田
中
　
亨
英

昨
年
度
、
雪
害
に
よ
る
倒
木
に
よ
っ
て
奥

能
登
管
内
で
の
停
電
や
集
落
が
孤
立
す
る
被

害
が
相
次
い
だ
事
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
皆

様
の
記
憶
に
新
し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
能

登
森
林
組
合
で
は
、
令
和
4
年
度
に
石
川
県

と
石
川
県
森
林
組
合
連
合
会
が
締
結
し
た

「
災
害
時
に
お
け
る
応
急
対
策
業
務
等
に
関

す
る
協
定
」
に
基
づ
き
ま
し
て
、
雪
害
に
お

け
る
倒
木
処
理
を
微
力
な
が
ら
対
応
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
災
害
を

未
然
に
対
応
す
る
た
め
に
危
険
個
所
と
判
断
し
た
場
所
の
立
木
に
お
い
て
は
、

事
前
伐
採
（
重
要
イ
ン
フ
ラ
施
設
周
辺
森
林
整
備
事
業
）
と
い
う
事
業
に
取
り

組
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
本
所
（
穴
水
）
で
は
、
昨
年
末
よ
り
今
年
度
初
め

に
か
け
て
七
海
地
内
に
て
事
前
伐
採
に
取
り
組
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
事

業
に
お
い
て
は
、
森
林
所
有
者
だ
け
で
な
く
市
町
や
施
設
管
理
者
と
の
協
力
が

不
可
欠
で
あ
り
、
事
業
の
採
択
条
件
も
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
候
補
地
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
お
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
こ
の
事

業
以
外
の
こ
と
で
も
提
案
さ
せ
て
頂
き
な
が

ら
激
甚
化
す
る
自
然
災
害
の
へ
対
応
、
ま
た

地
域
の
豊
か
な
森
林
資
源
を
守
る
為
、
森
林

整
備
を
推
進
致
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

本
所
　
技
師
　
名
竹
　
和
規

所所所
だだだ
よよよ
りりり

支支支

本
所（
穴
水
）
激
甚
化
す
る
災
害
対
応
に
つ
い
て

所所所
だだだ
よよよ
りりり

支支支

輪
島
支
所

加
工
品
の
販
売
に
つ
い
て



−7−

こ
の
度
の
能
登
地
震
で
、
被
災
さ
れ
た
皆

さ
ま
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

珠
洲
市
で
は
二
年
連
続
で
震
度
六
の
地
震

に
見
舞
わ
れ
、
家
屋
等
の
建
物
に
加
え
、
山

林
や
林
道
に
お
い
て
も
山
腹
の
崩
壊
や
倒
木

な
ど
大
き
な
被
害
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

珠
洲
支
所
で
は
、
珠
洲
市
役
所
を
は
じ
め

関
係
団
体
と
連
携
し
災
害
復
旧
、
防
止
に
協

力
し
て
お
り
ま
す
。
正
院
町
飯
塚
地
区
で
は

令
和
四
年
度
の
震
災
で
生
じ
た
山
崩
れ
に
よ

る
倒
木
の
伐
採
、
五
年
度
は
岡
田
地
区
の
伐

採
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

昨
今
の
異
常
気
象
の
増
加
に
よ
り
、
大
雪
に
よ
る
木
の
折
損
、
大
雨
に
よ
る

土
砂
崩
れ
で
倒
木
が
生
じ
、
道
路
の
封
鎖

や
停
電
が
起
き
て
い
ま
す
。

森
林
の
防
災
・
保
水
機
能
を
発
揮
さ
せ

る
た
め
、
山
林
災
害
危
険
地
区
や
重
要
な

イ
ン
フ
ラ
周
辺
等
の
森
林
整
備
を
推
進
し

ま
す
。

ま
た
、
家
の
周
辺
や
集
落
周
辺
道
路
の

危
険
木
の
伐
採
等
、
皆
様
か
ら
の
ご
相
談

も
随
時
お
受
け
い
た
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。

珠
洲
支
所
　
課
長
補
佐
　
竹
橋
　
俊
裕

能
登
支
所
で
は
令
和
三
年
度
か
ら
花
粉
発
生
源

対
策
促
進
事
業
に
取
り
組
み
始
め
、
本
年
が
三
年

目
と
な
り
ま
し
た
。
近
年
、
二
人
に
一
人
が
発
症

し
国
民
病
と
も
呼
ば
れ
る
花
粉
症
、
そ
の
対
策
の

為
に
伐
期
を
迎
え
た
ス
ギ
を
伐
採
し
、
花
粉
の
少

な
い
ス
ギ
を
植
栽
す
る
事
業
で
す
。
森
林
作
業
道

を
開
設
し
、
高
性
能
林
業
機
械
で
枝
払
い
や
造
材
、

搬
出
、
植
栽
す
る
為
の
地
拵
え
を
行
い
、
低
コ
ス

ト
か
つ
、
安
全
性
の
高
い
作
業
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
花
粉
症
対
策
と
言
う
本
来
の
目
的
は

も
ち
ろ
ん
、
昨
年
の
雪
害
な
ど
も
踏
ま
え
、
電
線
や
公
道
付
近
の
立
木
を
事
前
に

伐
採
し
、
災
害
か
ら
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
守
る
為
に
、
事
業
を
活
用
し
計
画
的
に
森

林
整
備
を
進
め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
当
支
所
で
も
、
年
間
約
四
ha
の

皆
伐
、
再
造
林
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
の
﹁
柱
﹂
と
も
言
え
る
事
業
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
木
材
収
入
、
花
粉
対
策
、
安
全
、
安
心
の
為
な
ど
、
様
々
な
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
た
方
法
を
可

能
な
範
囲
で
提
案
し

て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
下
さ
い
。

今
後
も
皆
様
の
ご
協

力
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。

能
登
支
所
　
技
師

石
川
　
裕
弥

所所所
だだだ
よよよ
りりり

支支支

能
登
支
所
花
粉
発
生
源
対
策
促
進
事
業
に
つ
い
て

所所所
だだだ
よよよ
りりり

支支支

珠
洲
支
所

森
林
整
備
に
よ
る
災
害
対
応
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出
資
配
当
は
二
・
〇
％
で
す

　

令
和
四
年
度
決
算
に
基
づ
く
出
資
配
当

金
は
、
二
・
〇
％
の
配
当
が
総
代
会
で
決

議
さ
れ
ま
し
た
。

　

配
当
金
の
支
払
い
は
、
出
資
金
一
〇
万

円
以
上
の
方
に
つ
い
て
は
現
金
振
込
と

し
、
未
満
の
方
に
つ
い
て
は
出
資
予
約
預

か
り
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

出
資
配
当
金
支
払
明
細
書
に
つ

い
て

　

能
登
森
林
組
合
で
は
、
出
資
証
券
の
交

付
は
致
し
ま
せ
ん
の
で
、
本
誌
に
同
封
の

出
資
配
当
金
支
払
明
細
書
で
出
資
金
額
及

び
配
当
額
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

名
義
変
更
等
の
手
続
き
は
お
済

み
で
す
か
？

　

相
続
や
経
営
委
託
（
山
林
の
相
続
・
贈

与
で
は
な
い
が
経
営
管
理
を
父
か
ら
息
子

へ
引
き
継
い
だ
等
）
の
場
合
は
組
合
員
名

義
の
変
更
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◇
相
続
の
場
合

相
続
加
入
手
続
き
と
な
り
、
組
合
員

で
あ
る
ご
家
族
が
死
亡
さ
れ
て
か
ら

一
○
ヶ
月
以
内

○
相
続
人
が
確
定
し
登
記
さ
れ
た
時
点

○
登
記
前
の
場
合
は
、
相
続
人
の
分
割
協

議
等
を
証
す
る
書
類
が
必
要
で
す
。

※
一
○
ヶ
月
以
上
経
過
し
て
い
る
場
合
は
、

手
続
き
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
組
合
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

宛
先
不
明
の
組
合
員
の
方
を
ご

存
じ
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

組
合
員
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
連
絡

先
住
所
へ
郵
送
し
て
も
複
数
回
に
わ
た
っ

て
宛
先
不
明
に
て
返
送
さ
れ
る
組
合
員
の

方
が
現
在
七
六
〇
名
以
上
お
い
で
ま
す
。

　

今
後
集
落
等
へ
入
り
調
査
い
た
し
ま
す

の
で
、
親
戚
方
等
よ
り
情
報
を
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

※
森
林
組
合
法
で
は
長
期
間
に
わ
た
り
、

組
合
事
業
を
利
用
し
な
い
組
合
員
に
つ

い
て
は
法
定
脱
退
（
除
名
）
の
手
続
き

を
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
長

期
間
に
わ
た
り
行
方
が
わ
か
ら
な
い
方

等
に
関
し
ま
し
て
、
一
定
期
間
周
知
し

た
上
で
、
法
定
脱
退
の
手
続
き
を
と
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

各
種
手
続
き
は
本
所
、
各
支
所
で
随
時

受
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　
職
　
員

　

令
和
六
年
度
採
用
予
定
の
事
務
職

員
（
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
候
補

者
）
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

◇
募
集
人
数　

五
名
程
度

◇
募
集
年
齢　

三
十
五
歳
以
下
の
方

◇
給
与
形
態

基
本
給
（
月
額
）

　

一
五
五
、〇
○
○
円
~

一
八
二
、三
〇
〇
円

◇
採
用
予
定　

令
和
六
年
四
月
一
日

◇
受
付
期
間

令
和
五
年
十
月
三
十
一
日
（
火
）

十
七
時
ま
で

郵
送
（
簡
易
書
留
）
の
場
合
は

十
月
三
十
一
日
必
着

　
技
能
職
員

　

月
給
制
を
導
入
し
、
よ
り
働
き
や

す
い
就
労
条
件
・
環
境
整
備
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

六
十
四
歳
以
下
の
自
然
を
愛
す
る

健
康
な
方
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

◇
給
与
形
態

基
本
給
（
月
額
）

　

一
七
六
、三
二
〇
円
~

二
〇
四
、一
六
○
円

　

そ
の
他
手
当
支
給

◇
各
種
技
能
研
修
へ
の
参
加
・
資
格

取
得

◇
安
全
装
備
品
の
支
給

◇
採
用
予
定　

随
時

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

能
登
森
林
組
合
総
務
部

　

〒
九
二
七

－

○
○
二
三

　

鳳
珠
郡
穴
水
町
字
麦
ケ
浦

一
七
字
五
番
地

　

℡
〇
七
六
八

－

五
二

－

〇
三
一
六

E-m
ail

�
h-shinrin@

hyper.ocn.ne.jp

担
当
:
山
崎

職
員
と
技
能
職
員
を
募
集
し
ま
す


